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県
と
連
動
し
、
今
後
も
経
済
対
策
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
誕
生
し
た
鳩
山
政
権
は
、

本
年
を
「
地
域
主
権
元
年
」
と
位

置
づ
け
、
国
と
地
方
の
関
係
を
見

直
し
、
一
括
交
付
金
の
創
設
や
出

先
機
関
の
原
則
廃
止
な
ど
を
打
ち

出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、「
地

域
の
こ
と
は
地
域
が
決
め
る
」
と

い
う
地
方
自
治
主
体
の
行
政
を
目

指
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
地
方

の
自
立
と
責
任
が
よ
り
求
め
ら
れ

て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
沖
縄
振
興
特
別
措
置
法

及
び
沖
縄
振
興
計
画
が
平
成
23
年

度
を
も
っ
て
期
限
切
れ
と
な
る
た

め
、
県
は
「
沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
が
、
そ
れ
は
沖
縄
の
自
立
を

目
指
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　

本
市
も
同
様
、
地
域
主
権
に
ふ

さ
わ
し
い
質
の
高
い
行
政
体
制
へ

の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
職

員
の
資
質
向
上
は
も
と
よ
り
、
行

政
と
市
民
が
共
に
役
割
と
責
任
を

担
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。 

　

さ
て
、
昨
年
は
中
学
生
に
よ
る

相
次
ぐ
痛
ま
し
い
事
件
が
あ
り
、

ま
ち
の
将
来
を
担
う
青
少
年
の
育

成
は
、
学
校
・
地
域
・
家
庭
・
大

人
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
の
認
識

を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　

ま
た
、
日
本
ユ
ネ
ス
コ
連
盟
の

「
未
来
遺
産
」
に
現
代
版
組
踊
「
肝

高
の
阿
麻
和
利
」
が
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
伝
統
・
文
化
を
基
調
と
し

た
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
は
、

郷
土
に
誇
り
を
持
ち
、
子
ど
も
た

ち
に
夢
と
希
望
を
抱
か
せ
る
も
の

で
あ
り
、
今
年
の
勝
連
城
跡
の
世

界
遺
産
登
録
10
周
年
に
花
を
添
え

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　

本
市
は
、
こ
と
し
市
制
施
行
５

周
年
を
迎
え
ま
す
。
５
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
市
勢
の
更
な
る
発
展
を
願

い
、
「
う
る
ま
市
制
施
行
５
周
年

記
念
式
典
及
び
祝
賀
会
」
を
開
催

い
た
し
ま
す
。 

　

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
市
民
の

「
安
心
・
安
全
」
は
重
要
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
国
・
県

と
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
市

民
、
行
政
そ
し
て
各
種
団
体
が
一

体
と
な
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　

私
は
、
市
民
の
負
託
に
応
え
る

た
め
、
「
う
る
ま
市
は
ひ
と
つ
・

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲

げ
、
市
政
運
営
に
全
力
で
取
り
組

む
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

　

次
に
、
平
成
22
年
度
予
算
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
「
う
る
ま

市
行
政
改
革
大
綱
」
及
び
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
各
部
局
が
自
主
的

に
行
政
改
革
を
実
施
し
、
引
き
続

き
「
枠
配
分
方
式
に
よ
る
予
算
編

成
」
を
基
本
に
、
限
ら
れ
た
財
源

の
下
で
歳
出
総
額
の
抑
制
を
図
る

べ
く
編
成
に
努
め
ま
し
た
。 

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
予
算
は
、

４
２
８
億
６
，
３
７
１
万
１
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
５
．９
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
は
、
国

民
健
康
保
険
が
１
６
７
億
４
，５

９
６
万
３
千
円
、
老
人
保
健
が
３

０
３
万
１
千
円
、
後
期
高
齢
者
医

療
が
７
億
１
，
３
９
１
万
９
千
円
、

介
護
保
険
が
７
２
億
１
，
７
７
０

万
４
千
円
、
公
共
下
水
道
事
業
が

２
３
億
６
１
０
万
５
千
円
、
農
業

集
落
排
水
事
業
が
１
，
７
２
３
万

５
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
公
営
企

業
の
水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
３

３
億
６
，６
７
９
万
５
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

従
い
ま
し
て
、
本
市
の
総
予
算

規
模
は
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計

及
び
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た

７
３
２
億
３
，
４
４
６
万
３
千
円

と
な
り
ま
す
。 

平成22年度 施政方針

平
成
22
年
度
の
予
算
規
模

２


